
横浜天声キリスト教会　　週報　第 13 巻 44 号（No.457）　　2018 年 11 月 4 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ルカ 8:15　･･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３０８番　実れる田の面（も）は

*交読文　････････････････ 　４４番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７６番　きよきみ霊よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林 伝道師

聖餐式　･････････････････ 　２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 祝福に入るための３つの動詞(申命記 28:1)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３９９番　さかえの王にます主の

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 来週 12 日以降、コーエン・ジャパンの講義が行われます。その間、天

声の全働き人は奉仕に出ますが、礼拝・祈祷会は聖徒達で行います。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　こういうわけで、神の安息にはいるための約束はまだ残っているのですから、あ

なたがたのうちのひとりでも、万が一にもこれにはいれないようなことのないように、

＿＿は恐れる心を持とうではありませんか。福音を説き聞かされていることは、＿

＿も彼らと同じなのです。ところが、その聞いたみことばも、彼らには益になりませ

んでした。みことばが、それを聞いた人たちに、信仰によって、結びつけられな

かったからです。信じた＿＿は安息にはいるのです。・・・

　こういうわけで、その安息にはいる人々がまだ残っており、前に福音を説き聞か

された人々は、不従順のゆえにはいれなかったのですから、神は再びある日を

「きょう。」と定めて、長い年月の後に、前に言われたと同じように、ダビデを通し

て、「きょう、もし御声を聞くならば、＿＿の心をかたくなにしてはならない。」と語

られたのです。(ヘブル 4:1-7)

メッセージ概要

　出エジプト記は、神の民が、神の敵である不当な者達の下で奴隷状態となっている所を、主が救い出し

て下さる記述であった。主は圧倒的な力でエジプトを打ち、神の民を脱出させて下さった内容を、先週見

たが、脱出したらそれでハッピーエンドかというと、そうではない。むしろ、もっと長い旅路のスタートなのだ。

　私達は、エジプトやパロなど、「目に見える敵」に対する勝利や解放が達成したら、これでもう大丈夫、あ

とは好きにやって良い、と思ってはならない。エジプトを脱出しても、神が約束した地に入れたのは、わず

かだった。むしろ私達の中に身についている、滅びに至らせる奴隷根性や、貧乏ぐせ、縮こまった考え方、

恐怖してしまう思考パターンから「脱出（エクソダス）」してこそ真の解放であり、祝福のパターンに入るのだ。

　神の国から離れた所（エジプト、世）で身につけてしまった奴隷根性といった「滅びぐせ」を拭い去るため

に、主が用意された所が「荒野」である。荒野はヘブライ語で「מדבר(ミッドバル)」、「דבר(ダバル：言葉)」

に場所を表す前置詞「מ(メム)」がついて、この言葉となった。だからヘブライ語的には、荒野は「言葉」が

場所取りをする所で、この荒野での４０年の行程を記したのが、民数記（ベミッドバル：「荒野にて」）である。

　民数記は、まことにダバル（言葉）と密接に関わる書である。民数記１０章までは、人間ダバルは一切無く、

ただ神のダバルのみで、何の事件も起きていないのに対し、１１章以降、神のダバルを人間ダバルで押し

のける人々が打たれたり死んだりする事件が起こり始める。災いに遭う人は、例外なく、神の言葉を退けて

人間言葉を主張した人々だ。結局人は、どの言葉を場所取りさせるかによって、生か死かを決定する。

　主が約束して下さった地に至る途上、私達が身につけてしまった奴隷根性などの「  滅びぐせ  」を抜き取る

ために、主が用意された場所がミッドバル（荒野）で、そこは、御言葉を聞いて従う場所である。そこは、御

言葉を「聞いて」「従う」なら、生きる  。しかし、  神の言葉ではなく「人間言葉」を聞いて従うなら、死ぬ。

　今回の韓国コーエンでは、カン先生からは申命記を、キム先生からはマタイ福音書を学んだが、マタイ

福音書全体をあらわすのは、申命記 28章で、特に、以下の１節が重要な箇所である、という事だった。

　『もしあなたが、あなたの神、主の声に「よく聞き従い」、わたしが、きょう、命じるすべての戒めを「守り」

「行う」ならば、あなたの神、主はあなたを地のもろもろの国民の上に立たせられるであろう。』(申命記 28:1)

　申命記２８章は、祝福と呪いの宣言章であるが、祝福の最たる条件が、以下の三つのとても重要な動詞、

「聞く（שמַעמע ע シャマー）」「守る（שמַעמע ר シャマール）」「行う（ עמַעשמַעהアサ）」から成り立っている。

　１．「よく聞き」：　この原文はシャマー（聞く）の２回繰り返しの強調「シャモア・ティ・シャマ」である。ヘブラ

イ語は反復する事で強調の意を表す。神の民が祝福を受けるためには、真っ先に、神の言葉を「聞く」事

だ。『信仰は聞くことによるのであり、聞くことはキリストの言葉から来るのである。』（ローマ 10:17）

　２，「守る」：　このヘブライ語シャマールは、茨など棘のついた生け垣で囲う、という意味が転じて「守る」と

いう意味になった。御言葉を聞いたなら、その御言葉を巡らし囲う事によって、世とサタンから守るのである。

御言葉という防御が無い人は、世の有毒な情報や、心を傷つける悪意ある闇の言葉、そして、サタンの誘

惑や攻撃が、そのまま入って来てしまう。しかし思いと心を御言葉で垣根を巡らしているなら安全である。

　３，「行う」；　アシャーは「する」の意味の他、「つくる」、「（実を）結ぶ」の意味があり、天地創造の創世記１

章では、７回も使われている。私達に蒔かれた御言葉という種は、「行う」事によって、実が結ばれるのだ。

　種まきのたとえにおいては、私達人間は土地であり、御言葉を聞いてそれを守り行う（アシャーする）人は

１００倍、最低でも３０倍の実を結ぶが、聞いても守り行わない人は、道端、岩地、茨の地のような人である。

４つの土地の人は全員、神のことばを「聞いた」のであるが、それを行ったのは「良い地」の人だけであった。

　『良い地に落ちたのは、御言を聞いた  のち、これを正しい良い心でしっかりと守り、耐え忍んで実を結ぶ

に至る人たちのことである。』(ルカ 8:15)　この御言葉で示されている通り、種まきのたとえで、唯一実を結

ぶ人には、この祝福される三つの動詞「シャマー（聞く）、シャマール（守る）、アシャー（行う、結ぶ）」がある。

　どんな岩地のような、茨のような人でも、聞いて、守り行うなら、最低３０倍の実を結ばせる事ができる。私

達は、約束の安息の地に入るまでの途上、荒野（ミッドバル）を通って行かなくてはならない。そこでは、た

だ神のダバルを聞いて守り行っていくなら、速やかに入る事ができるが、もし人間言葉にまみれ、御言葉を

守り行わないなら、入れない。御言葉のテフィリンで囲い、良い地に入っていくみなさんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 44 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 11 月 4 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

